降誕前第6主日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年11月16日

「限りない祝福」
マラキ書3章6～12節
 3:6 まことに、主であるわたしは変わることがない。あなたたちヤコブの子らにも終わりはない。
 3:7 あなたたちは先祖の時代から／わたしの掟を離れ、それを守らなかった。立ち帰れ、わたしに。そうすれば、わたしもあなたたちに立ち帰ると／万軍の主は言われる。しかし、あなたたちは言う／どのように立ち帰ればよいのか、と。
 3:8 人は神を偽りうるか。あなたたちはわたしを偽っていながら／どのようにあなたを偽っていますか、と言う。それは、十分の一の献げ物と／献納物においてである。
 3:9 あなたたちは、甚だしく呪われる。あなたたちは民全体で、わたしを偽っている。
 3:10 十分の一の献げ物をすべて倉に運び／わたしの家に食物があるようにせよ。これによって、わたしを試してみよと／万軍の主は言われる。必ず、わたしはあなたたちのために／天の窓を開き／祝福を限りなく注ぐであろう。
 3:11 また、わたしはあなたたちのために／食い荒らすいなごを滅ぼして／あなたたちの土地の作物が荒らされず／畑のぶどうが不作とならぬようにすると／万軍の主は言われる。
 3:12 諸国の民は皆、あなたたちを幸せな者と呼ぶ。あなたたちが喜びの国となるからだと／万軍の主は言われる。

ヤコブの手紙1章16～18節
 1:16 わたしの愛する兄弟たち、思い違いをしてはいけません。
 1:17 良い贈り物、完全な賜物はみな、上から、光の源である御父から来るのです。御父には、移り変わりも、天体の動きにつれて生ずる陰もありません。
 1:18 御父は、御心のままに、真理の言葉によってわたしたちを生んでくださいました。それは、わたしたちを、いわば造られたものの初穂となさるためです。

1 　
　　先日、文具屋さんに行きましたらレジの近くに「年賀状じまい」のハガキが置いてありました。昨今は終活の一環で「年賀状じまい」をする方が私の周りでも多くて、いただく年賀状も出す年賀状も年々減ってきています。ですから、「年賀状じまい」のハガキを見た時は「時代だな～」と思いました。興味深かったのは「年賀状じまい」のハガキの横に「年賀状再開のお知らせ」と書いたハガキが置いてあったことです。時代の流れで、「年賀状じまい」をしたけれども、やはり年賀状が届かない寂しさを思ったり、相手や自分の近況を年に一度の年賀状であっても伝えることの大切さを感じた人が「年賀状を再開しました」のハガキを出すそうです。「年賀所じまい」に「年賀状再開」、年賀状によってお互いの近況を知って繋がっている幸せを思うという文化は、もしかしたら時代の流れと共にいつかはすたれてしまうのかもしれません。時代は紙からデジタルに変わってきています。私などは古い人間ですのでやはり紙物は良いなと思うのですが、若い人たちはスマホのSNSでスタンプでポンという気軽な方法が一般的なようです。「今どき紙物」と思われるのでしょう。
　まあでも、考えてみれば年賀状がなかった時代の人たちは、新年の挨拶は直接出向いて顔と顔を合わせて挨拶をすると言ったものでしたでしょうから、その時代の人からすると年賀状の「紙切れ一枚で新年の挨拶とはなんと味気ない」と思われたかもしれません。
　物事は時代と共に変わっていきます。それは致し方ないと思います。その一方でどんなに時代が変わろうが、どんなに世の中が変わろうが決して変わらないものがあるというのもこれまた真実なのです。変わるもの、変わらないもの。共に御言葉に聞いていきたいと思います。

2 
　私たちは主日礼拝で共にマラキ書から御言葉を聞いています。イスラエルの人々は神様の言葉を信じてエルサレム神殿を再建したのに、何も状況が良くならない。そんな中で「わたしはあなたたちを愛している」と神様が愛を伝えても、「どのように愛を示して下さったのか」と神様の愛が信じられなくなっています。神殿では形ばかりの礼拝がささげられ、人々の暮らしに異教の神々が入り込んでいました。そして、悪を行ない不法を行なう者たちが大きな顔をしてのさばっていました。人々の神様への不満はますます広がっていくばかりです。神様はそんなイスラエルの人々を決してお見捨てにはなりませんでした。「我が使者を送る」と主の道備えをする者として洗礼者ヨハネの誕生を予告されました。さらにはその後に救い主イエス様の誕生を予告されたのでした。人々の罪の汚れをわが身に負って十字架に掛かり罪の汚れを取り除いて下さる救い主として遣わすことを神様は約束して下さったのです。
　それでも、イスラエルの人々は目先の暮らしに目を奪われて心を奪われていたのです。この時代にどうも日照りや干ばつやいなごの被害で農作物が十分に取れない状況があったようなのです。人々は「わたしはあなたたちを愛している」と神様はおっしゃるけれども、こんなに暮らしが苦しいのは神様が心変わりをして私たちを愛さなくなったからではないかと考えるようになっていたのです。私たちも病気とか災害とかどうしようもない困難な状況になると「わたしは神様から見捨てられた。神様は私など愛しておられない。」と思ってしまうことがあります。それと同じように、マラキの時代のイスラエルの人々は神様が心変わりをされたから、自分たちはこんなに苦しい目に遇っていると考えるようになったのです。
　そのようなイスラエルの民に神様は言われます。6節です。
　「まことに、主であるわたしは変わることがない。」
　まず神様が言われるのは「主である私は変らない。」です。「私は変らない。むしろ変わったのはあなたたち人間でしょ。」と言われるのです。私が掟を与えたのにあなたたちは先祖からその掟を離れて守らなかった。それはつまり心変わりをして私から離れてしまったのはあなたたちでしょ。と言われるのです。そして続いて神様は言われます「立ち帰れ、わたしに」とです。でも人々は「どのように立ち帰ればいいのですか」と素直に神様の言葉に従おうとしないのです。神様はさらに「わたしを偽っているのに、どんなふうにあなたを偽っていますか」といわば開き直る人々に言われます。それは「十分の一のささげもの」と「献納物」において偽っていると言われるのです。
　「十分の一のささげもの」とはレビ27：30にこのように記されています。
「土地から取れる収穫量の十分の一は、穀物であれ、果実であれ、主のものである。それは聖なるもので主に属す。」
　人々が農作業をして得た収穫は神様の恵みなのです。自分で努力して汗水流して働いた
から全部自分のものであるというのではなくて、神様からいただいた恵みなのです。ですか
らその十分の一は神様にお返ししなさいという信仰に基づいた規定なのです。私たちは十分の一献金ということが言われることがありますが、その信仰理解の基本は十分の一のささげものの考え方なのです。そして、神様は別の聖書箇所ではその十分の一のささげものは神様にお仕えする祭司たちの報酬として与えると言われています。また、申命記14： 
28・29には
　「三年目ごとに、その年の収穫物の十分の一を取り分け、町の中に蓄えておき、
 　あなたのうちに嗣業の割り当てのないレビ人や、町の中にいる寄留者、孤児、寡婦がそれを食べて満ち足りることができるようにしなさい。そうすれば、あなたの行うすべての手の業について、あなたの神、主はあなたを祝福するであろう。」
と記されてあります。
　　つまり、十分の一のささげものは神様におささげをして、神様がレビ人つまり祭司だけでなく、町の中にいる寄留者や孤児や寡婦、すなわち貧しい人々を神様がそのささげられたもので守り養うというものです。人々が神様から与えられた恵みの収穫を全部自分のものにするのではなくて、恵みの十分の一を神様におささげして、そのささげものによって神様に仕える祭司や貧しい人々を神様が守り養って下さる。そのようにきちんと十分の一のささげものをすることでその愛の業を行なうあなたたちを神様が祝福して下さるという恵みの約束です。献納物も同じようなものと考えていいのです。
　　それが、マラキの時代の人々は日照りと干ばつとイナゴの被害で自分たちの生活が苦しいのに心変わりした神様になんてささげていられるかとばかりに十分の一のささげものを偽ってささげていたのです。神様はそのようなイスラエルの民を非難します。そして、ただ非難するだけでなくて「試しに十分の一のささげものをちゃんとささげて見よ」と言われるのです。10節にありますように「わたしを試せ」と言われるのです。

3 
　この「わたしを試せ」ってすごい言葉です。「主を試してはならない」と聖書に記されています。私たちが神様を試す、テストするというのです。神様が本当に私たちを愛して下さっているのかをテストするのです。さらにいえば、神様が本当に神様であるのかをテストするのです。テストするということは私たちの方が神様より上になっています。神様よりも立場が上になってテストするのです。合格不合格を私たちが決めるのです。だから、そんなことはしてはならないと律法に記されています。
　しかし、その神様が「わたしを試せ」と言われるのです。「おまえたちが思っているように心変わりした神なのかを試してみよ」です。神様が試していいとおっしゃって下さるのです。子どもは親が本当に自分のことを愛してくれているのかを試すことがあります。わざとイタズラしたり、怒られるようなことをわざと行って親の愛を試すのです。それは、信頼があるからです。信頼があるからきっと愛を示してくれるとの思いがあるから試すのです。そして親が子どもに「わたしを試してみなさい」というのは絶対的な愛があるからです。子どもを愛しているからこそ、私の愛を試せと言うのです。親だからです。子どもが大切だからです。子どもを愛しているからこそ、私を試せ、それはつまり「私を信頼せよ」ということです。
　ここで神様が「わたしを試せ」と言われるのは「わたしを信頼せよ」ということです。私を信頼して、ささげものを心を込めて、形ばかりでなく心からささげて見なさい。私は「必ず」です。「必ず」天の窓を開き、限りない祝福の雨を降らせて、イナゴを滅ぼし、豊作にする。それによってあなたたちは「幸せな者」と呼ばれると神様は大きな恵みを約束して下さっているのです。

4 
　私はこの「必ず」の言葉に確かなものを感じます。「必ず」祝福するとの神様の力強い約束です。私に立ち帰り、私に信頼して、感謝の応答をするなら、私は「必ず」祝福する、神様の力強い約束です。なぜ神様がそこまで自分に背く人々に対して愛を示そうとしてくださるのか、その理由は6節の言葉です。
　「まことに、主であるわたしは変わることがない。」
　新共同訳聖書でこのように訳されている言葉は、聖書協会共同訳聖書では「私は主である。変わることがない。」と訳されています。「私は主である。あなたと共にいる主である。あなたを愛している主である」「決して変わることがない」
　神様はわたしたちの神様なのです。神様は変わらずに神様でいてくださるのです。私たちを造り、どんなことがあっても、どんなに私たちが神様から背こうが私たちを変わらずに私たちを愛して下さり、私たちに伴って下さる神様なのです。「必ず」私たちの神様なのです。「絶対に」変わらない神様なのです。
　時代は変わっていきます。変わるもの、変わらないものが私たちにあります。どんなに時代が変わろうが永遠に変わらないもの、それは神様の愛です。「わたしはあなたたちを愛している」と愛を告げてくださる神様は、「私は主である」「決して変わらない」と私たちに永遠に変わらない愛をもって私たちを愛して下さっているのです。
永遠に変わらずに私たちの神様でいてくださる神様です。イエス・キリストを私たちの罪の贖いのために十字架に掛けてまで愛して下さる神様です。だからこそ、「私を信頼せよ」とおっしゃって下さるのです。
　私たちは諏訪教会は115年の歩みの中で多くの信仰の先達を主のもとにお送りしました。Nさんに続きMさんが召されました。信仰の先達の歩みというのは永遠に変わらない主に信頼した信仰の歩みと言えるでしょう。その歩みはどんな困難な歩みに見えても、限りない祝福を注がれた歩みなのです。「私は主である。変わることがない。」決して変わらず私たちを愛し続けて下さる神様に信頼して、共に歩んでいきましょう。
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